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町長施政方針　2017

―
　
医
療
、
福
祉
等

　

ま
ず
、
医
療
に
つ
い
て
で
す
。

　

奥
出
雲
病
院
は
地
域
医
療
を
支
え
る

中
核
病
院
で
あ
り
、
鈴
木
院
長
を
先
頭

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
町
民
の
皆
様

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
４
月
か
ら
、

こ
こ
近
年
で
最
も
常
勤
医
が
少
な
か
っ

た
平
成
22
年
度
と
同
じ
、
常
勤
医
５
名

の
体
制
に
な
り
ま
す
。

　

医
師
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

島
根
大
学
医
学
部
へ
の
協
力
要
請
は
も

と
よ
り
、
他
の
病
院
と
の
連
携
な
ど
、

よ
り
一
層
、
診
療
体
制
の
維
持
に
努
め

ま
す
。

　

次
に
福
祉
関
係
に
つ
い
て
で
す
。

　

「
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
た
め
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
見

守
り
や
、
助
け
合
い
除
雪
な
ど
の
高
齢

者
支
援
の
ほ
か
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り

親
、
生
活
困
窮
者
等
へ
の
各
種
施
策
を

継
続
す
る
ほ
か
、
次
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
年
５
月
の
「
児
童
福
祉

法
」
の
一
部
改
正
に
合
わ
せ
、
児
童
虐

待
へ
の
初
期
対
応
が
迅
速
・
的
確
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
等
で
の
業

務
経
験
を
有
す
る
専
門
家
を
活
用
し
た

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
「
第
５
期
障
が
い
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
障
が
い
福
祉
の

一
層
の
充
実
と
重
点
課
題
解
決
の
た
め

の
方
策
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
身
体
・
精
神
・
知
的
障

害
の
方
が
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
障
害
者
福
祉

施
設
を
整
備
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
施
設

整
備
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
家
用
自
動
車
や
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
奥
出
雲
病
院
へ
通

院
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い
者
を
支

援
す
る
た
め
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
用

の
リ
フ
ト
付
き
車
両
を
更
新
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
支

え
合
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る

た
め
、
来
年
度
か
ら
新
た
に
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
」
が
始

ま
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
関
係
事
業
所
、
利
用
者

の
皆
様
に
対
す
る
新
制
度
の
説
明
を
終

え
、
今
後
も
雲
南
広
域
連
合
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
新
制
度
の
円
滑
な
開
始

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
、
奥
出
雲
病
院
は
も
と
よ

り
、
町
内
の
医
療
機
関
、
外
部
有
識
者

等
の
参
画
に
よ
り
、
医
療
と
介
護
の
連

携
強
化
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

　

昨
年
、
「
奥
出
雲
町
げ
ん
き
プ
ラ
ン

21
第
２
期
計
画
」
の
中
間
期
の
検
証
を

行
っ
た
結
果
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者

が
年
々
減
少
す
る
な
ど
、
健
康
意
識
の

向
上
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
は
じ
め
、
が
ん
検
診
、

脳
ド
ッ
ク
等
来
年
度
も
経
費
の
助
成
を

行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
健
康
づ
く
り

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

―
　
国
民
健
康
保
険
事
業

　

１
月
１
日
現
在
、
本
町
の
国
保
加
入

世
帯
の
割
合
は
、
37
・
６
％
、
被
保
険

者
は
22
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方
の
加
入

割
合
が
高
く
、
国
保
財
政
は
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

来
年
度
の
国
保
会
計
の
当
初
予
算
は
、

対
前
年
度
比
で
１
・
２
％
増
の
18
億
９

８
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
税
率
や
均
等
割
の
額
は
国
保
運
営

協
議
会
で
の
審
議
の
後
、
６
月
定
例
議

会
に
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体

が
都
道
府
県
と
な
る
た
め
、
円
滑
な
移

行
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

―
　
教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の
連

携
に
加
え
て
、
横
田
高
校
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
県
派

遣
の
職
員
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配

置
し
、
学
力
向
上
や
特
別
支
援
教
育
、

公
民
館
活
動
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
や
教
員

の
指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
町
単
独
の
学
力
向
上
推
進
員
を
配
置

す
る
ほ
か
、
複
式
学
級
に
お
け
る
学
年

別
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
の
複
式
学

級
指
導
員
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
三

成
小
学
校
教
室
棟
の
耐
震
改
築
を
行
う

た
め
の
設
計
業
務
に
着
手
す
る
ほ
か
、

横
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
屋
根
の
改
修

を
行
う
考
え
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
横
田
高
校
の
魅
力
化
・

活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
通
学
費

助
成
な
ど
、
生
徒
の
確
保
に
向
け
た
町

独
自
の
支
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た

に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

活
用
し
た
人
材
育
成
に
も
努
め
ま
す
。

―
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

　

町
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
は
、
引
き

続
き
奥
出
雲
町
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種

支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
本
町
で
開
催

さ
れ
る
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
横
田
高
校
な
ど
の
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
力
向
上
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
、
大
学
生
等
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
の
誘
致
活
動
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
奥
出
雲
町
文
化
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
芸
能
団
体
等
へ
の
支

援
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
芸
術
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
文
化
の

薫
り
高
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史

的
価
値
を
更
に
高
め
る
た
め
、
重
要
文

化
財
櫻
井
家
住
宅
に
付
属
す
る
松
平
不

昧
公
ゆ
か
り
の
庭
園
が
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
具

申
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
登
録
有
形
文
化
財
絲
原
家

住
宅
に
付
属
す
る
庭
園
に
つ
い
て
も
、

国
の
登
録
名
勝
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

―
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　

昨
年
12
月
か
ら
売
電
を
始
め
た
本
町

の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
奥
出
雲
電
力
株
式

会
社
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
民

間
の
事
業
所
等
へ
の
供
給
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

引
き
続
き
、
小
水
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
安
価
な
電
力
供
給

に
よ
る
地
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
来
年
度
は
、
農
業
用
小

水
力
発
電
施
設
が
事
業
を
開
始
す
る
ほ

か
、
三
沢
発
電
所
改
築
事
業
の
継
続
実

施
、
第
２
仁
多
発
電
所
の
可
能
性
調
査

等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
持
続
的
・
安
定
的
な
循
環
型
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

―
　
消
防
・
防
災
対
策
等

　

昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
を

は
じ
め
、
10
月
に
は
鳥
取
県
で
、
11
月

に
は
福
島
県
で
次
々
と
大
地
震
が
発
生

し
、
12
月
に
は
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
で

大
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
を
は

じ
め
、
消
防
車
両
の
更
新
等
を
計
画
的

に
行
う
ほ
か
、
災
害
時
業
務
継
続
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
、
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
大
田
市
で
開
催
さ
れ

る
県
消
防
操
法
大
会
に
は
、
三
沢
分
団

が
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
、
馬
木
分

団
が
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
大
会
を
契
機
に
、
有
事
に
備
え

た
消
防
技
術
の
習
得
・
練
磨
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

本
年
７
月
か
ら
全
て
の
自
治
体
が
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
さ
れ
、
情
報
連

携
の
開
始
に
よ
る
本
格
的
な
運
用
が
始

ま
る
予
定
で
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
情
報
漏
え
い

対
策
等
各
種
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
や

業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

―
　
職
員
の
法
令
遵
守

　

今
年
度
、
本
町
職
員
が
、
官
製
談
合

防
止
法
違
反
等
及
び
収
賄
の
容
疑
で
逮

捕
・
起
訴
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺

憾
で
あ
り
、
改
め
て
町
民
の
皆
様
に
対

し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
容
が
解
明
さ
れ
次
第
、
町
長
で
あ

る
私
も
含
め
た
関
係
者
の
処
分
に
つ
い

て
、
厳
正
に
対
処
し
て
ま
い
る
考
え
で

す
。

　

な
お
、
現
在
、
再
発
防
止
の
一
環
と

し
て
、
職
員
に
対
す
る
公
務
員
倫
理
の

徹
底
と
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
専
門
家
等
第
三
者

の
意
見
も
参
考
に
し
、
今
後
の
事
実
関

係
を
踏
ま
え
た
改
革
案
を
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
一
日
も
早
い
町
民
の
皆

様
か
ら
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
所
存
で

す
。

（その２）（その２）
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